第４期高知県地域福祉支援計画
誰一人取り残さない、つながり支え合う高知型地域共生社会
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高知県
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　本県では、保健医療福祉の各分野の課題解決に真正面から取り組むため、平成22年２月に「日本一の健康長寿県構想」を策定し、毎年ＰＤＣＡサイクルによるせさくの検証を行いながらバージョンアップを図ってまいりました。
福祉分野においては市町村の地域福祉を支援するため、平成23年３月に「高知県地域福祉支援計画」を策定し、本県が抱える様々な福祉課題の解決に向けて、「高知型福祉」をはじめとした取り組みを進めてまいりました。
この結果、本県独自のあったかふれあいセンターや子育て世代包括支援センターが県下に広く整備され、ちゅうさんかん地域を中心に支え合いの仕組みづくりが進むなど、一定の成果が現れております。
　その一方で、全国的なしょうし高齢化や生産年齢人口の減少といった大きな流れに加えて、デジタル化の進展や新型コロナウイルス感染症の影響などにより、地域のつながりや支え合いの力が弱まり、孤独孤立が社会問題化しています。加えて、「はちまるごーまる問題」や「ヤングケアラー」など、これまでの縦割りの制度サービスでは解決が難しい複雑化・複合化した課題も顕在化しています。
こうした課題に対応するため、県では、令和４年度より「高知型地域共生社会」の実現に向けた取り組みを開始いたしました。具体的には、分野を超えたたきかん協働型の包括的な支援体制づくりを行政主体の「たて糸」として、「つながり」を実感できる地域づくりを地域主体の「よこ糸」として、取り組みを推進しているところです。
令和６年３月に策定した「第５期にっぽんいちの健康長寿県構想」においても、「地域で支え合う医療福祉介護サービス提供体制の確立とネットワークの強化」や、「こどもまんなか社会の実現」といった主要な施策をより一層推進するため、分野横断的な政策の柱として「高知型地域共生社会の推進」を新設したところです。
　あわせて、こんぱん策定しました「第４期高知県地域福祉支援計画」においても、「誰一人取り残さない、つながり支え合う高知型地域共生社会」を計画全体の理念に掲げました。
　第４期計画では、この理念のもと、各市町村の「たて糸」、「よこ糸」の取り組みが、地域住民の皆様や社会福祉法人をはじめ、民間企業団体などの多様な主体の参画のもと、一層効果的に実践できるよう分野を超えて支援することとしています。
このように、「第５期にっぽんいちの健康長寿県構想」と「第４期地域福祉支援計画」を一体てきに推進することで、「県民の誰もが住み慣れた地域で、健やかで心豊かに安心して暮らし続けることのできる高知県」の実現を目指してまいります。
「高知け」の一員である県民の皆様がたにおかれましても、本県の取り組みに、これまで以上にご理解、ご参画いただきますよう、心からお願い申し上げます。
　最後に、計画策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきました高知県社会福祉審議会委員の皆様をはじめ、ご協力いただきました多くの皆様に心から感謝を申し上げます。
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